
「行政の自然環境関連事業における GIS の活用事情」 

逸見一郎（（株）地域環境計画） 

 

日時：７月１８日（土） 

会場：環境情報学習センター（エコギャラリー新宿） 

 

 

要旨： 

今回は、演者が直接（深く）関わっている環境省、林野庁森林管理局、都道府県等にお

けるＧＩＳの活用状況や課題についてお話します。上記各機関は、自然環境の保全に関

わる事業で様々な形でＧＩＳを用いた解析やマップ類作成やデータベース構築を行っ

ています。一方、実態としては、１業務の単発での利用、データ更新・管理が出来ない

（人材がいない）、情報共有化が出来ないという課題があり、ＧＩＳの本質的な有効性

を活かしていない場合が多くなっています。今回は、希少野生生物保護、国立公園事業、

国有林事業などの活用事例を紹介し、課題を明らかにして、当ＮＰＯとしてどのように

行政を支援することが出来るか、皆さんと意見交換をしたいと思います。特に、ＣＯＰ

１０に向けて、生物多様性の保全を地域づくりに活かすためのツールとして、ＧＩＳを

どう活用するかについて意見交換したいと考えています。 

 

 

今後の研究会 

２００９年８月１５日（土）１４：００～１５：３０ 

 「植物知識の異なる参加者を満足させる住民参加型田んぼの草花調査の設計」 

嶺田 拓也（独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所 ） 

会場：環境情報学習センター（エコギャラリー新宿） 


